
Ｎ、Ｔは、水位下降により、上昇

Ｕは、水位低下により、減少

c’、L は、変化しない

EL.154.8 m

EL.142 m

No.8 測線

No.8 測線

・水位下降時、抵抗力・起動力は上昇

・間隙水圧の範囲が小さいため、間隙水圧

の影響は小さい

→水位下降時の安全率が小さくなる

（ほとんど変動しない）

水深 小→間隙水圧Ｕ 小
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一定一定

水位低下により増加するが、

増加割合は両者一定

水位低下により減少

水深 大→間隙水圧Ｕ 大

EL.154.8 m

EL.143 m

No.12 測線

すべり線

水位下降前

水位下降後地下水位線

間隙水圧

No.12 測線

・水位下降時、抵抗力・起動力は上昇

・間隙水圧の範囲が大きいため、抵抗力の

上昇は、起動力に比べて大きい

→水位下降時に安全率が上昇する


